
 

令和６年１０月３０日 

天神町内会、佐野高校・附属中保護者のみな様 
栃木県立佐野高等学校長 

 

R６年度 第８回 SG 教養講座③についてのご案内 
 

時下、みなさまにおかれましてはますます御健勝のこととお喜び申し上げます。また、日頃、本校の教

育活動に御理解と御協力を賜りまして、誠にありがとうございます。 

さて、本校は中高一貫教育校として１７年目を迎える高校であり、課題発見・課題解決型の教育を推進

することにより、グローバル社会で活躍できるリーダーの育成を目指しています。その教育プログラムを

「Sanoグローカル構想（SG）」と名付けております。その学習活動の一環として、年２回、外部講師を招

聘した「ＳＧ教養講座」を開催しております。 

  つきましては、保護者、地域の方々にも、御参加いただきたく御案内を申し上げます。高校生向けの内

容ではありますが、生徒とともに学ぶ場として御活用いただけると幸甚に存じます。高校生にとっても大

人の方と肩を並べて学習するところに本来の学びのもつ醍醐味が味わえるのではないかと期待しておりま

す。グループワークなどが入ることもありますが、生徒と一緒に楽しんでいただければと思います。お申

し込みにつきましては、以下の要領をお読みいただきまして、裏面のＱＲコード、もしくは FAX にてお

願いいたします。 

 

１ 目的 

① 社会問題や、大学等の研究に触れることで学習に対する内的な動機付けを図る 

② 適切な進路選択を果たすための材料を得るとともに、視野を広げる機会とする 

③ SanoG 活動の一環として、地域とのつながりの強化を図る 

 

２ 対象 

   高１・２年生全員、高３年生・中学生の希望者、保護者、卒業生、天神町町内会の方 

 

３ 日時 

   １２月１４日（土） ９：４５～１１：１５（受付９：１５～９：４５） 

 

 

 

４ 会場 

   栃木県立佐野高等学校（佐野市天神町 761-1） 

 

５ 申し込み 

裏面の申込書の FAX 送信か、右の QR コードにてお申し込みください。

https://forms.office.com/r/20H9b7hdnS 

佐野高校ホームページにも申込書、QR コードとも掲載いたします。締め切りは１２月１０日（火）で

す。 

 

 

 

 

裏面に続きます 

 

 ９：１５ ～  ９：４５ 受付 

 ９：４５ ～ １１：１５ 講 演 

栃木県立佐野高等学校 

Sano グローカル推進係（松井博司）                        

栃木県佐野市天神町７６１－１ 

TEL 0283-23-0161 FAX 0283-21-1301 

https://forms.office.com/r/20H9b7hdnS


５ 各講座 

 ※会場教室は当日ご案内いたします。 

 

R６年度 SG 教養講座③申込書（このまま FAX 送信してください） 

◎受講者氏名・希望講座  

 申込者氏名 所属（〇で囲んでください） 希望講座（〇で囲んでください） 

代表者  地域の方  保護者  卒業生 A  B  C  D  F  G  H    

ご家族  地域の方  保護者  卒業生 A  B  C  D  F  G  H    

ご家族  地域の方  保護者  卒業生 A  B  C  D  F  G  H     

ご家族  地域の方  保護者  卒業生 A  B  C  D  F  G  H     

◎代表者住所（                  ）◎代表者電話番号（           ） 

 

◎お子様（  ）年（  ）組 氏名（            ）←保護者の方はご記入下さい 

 分野 講演者 『テーマ』と内容 

A 

 

人文科

学 

阿見 拓男 先生 

佐野高等学校非常勤講師 

（倫理） 

『哲学対話～日常でものごとをきちんと考えるために～』生きていると、いろいろ考えるこ

とができます。そこで考えるための技法やコツが必要になってきます。実は学校では学びに

くいことなので、ここで取り上げてみようと思います。 

B 

 

工学 藤本 泰誠 先生 

足利大学工学部大学院生 

足利工業高校非常勤講師 

『ものづくりを体験しよう！！』「新しいものづくりとして話題となっている 3Dプリンター

や３DCAD に触れて、オリジナルキーホルダーの製作を通して、ものづくりの楽しさを知

ろう！！」※定員２０名程度 

C 

 

工学  
松本 和重 先生 

関東職業能力開発大学校  

教授 

『AI と IoT 技術を用いたイノシシ捕獲装置開発奮闘記』模擬捕獲装置を使った実演も交え

ながら、４年間にわたり岡山県倉敷市の猟友会員とともに取り組んだイノシシ捕獲装置開発

と実証実験の奮闘記を語ります。 

D 農学 
飯郷 雅之 先生 

宇都宮大学農学部教授 

  

『農業研究を支える先端バイオテクノロジー』農学部ではどのような研究が行われているの

でしょうか？教科書が書き換わる最先端の生命科学研究の成果を紹介するとともに、佐野高

校科学部と進めてきた高大連携によるトウキョウサンショウウオ研究の成果についても紹介

します。 

E 医療・

保健 

伊東 潤平 先生 

東京大学医科学研究所 

  感染・免疫部門  

システムウイルス学分野

准教授 

『パンデミック vs データサイエンス』新型コロナウイルスパンデミックは、私たちの生活

に大きな影響を与えました。本講演では、我々ウイルス研究者がパンデミックの制御に向け

て何をしてきたのか、特にデータサイエンスを活用した研究にフォーカスし紹介します。 

F 医療・

保健 

増田 卓哉 先生  

NPO 法人そらいろコアラ 

共同代表理事 

小児科医 

立石 香織 先生 

同法人スタッフ・社会福祉士／

保育士 

櫃間 晃子 先生 

同法人スタッフ・管理栄養士 

『"ちょっと聞いて"をキャッチ、地域に広がるコアラのポケット』「子どもの数は減って

も、困っている子どもの数は増えています。私たちは、妊娠子育てにまつわる SOS をキャ

ッチし、子どもたちや保護者への居場所づくりを、SNS 相談などを行なっています。NPO

ってなに？居場所ってなに？子ども食堂ってなに？小児科医、社会福祉士/保育士、管理栄

養士、それぞれの立場からお話しします！」 

G 地域課

題 

濱野 将行 先生 

一般社団法人えんがお代表 
『1人じゃなくてみんなでなんとかする社会に』「地域の多世代交流や孤立支援について」を

お話しします。 HP より「子どもから高齢者まで、そして障害の有無に関わらず全ての人が

日常的に関わる「ごちゃまぜ」の力で、あらゆる社会課題の予防と解消を目指します。」 

H 外交・

国際関

係 

正田 江利子 先生 

群馬県認定多文化共生推進士 

「入門・やさしい日本語講座」

認定講師 

LinCom 代表日本語教師 

『「やさしい日本語」で仲間と社会をつなげよう』あらゆる外国人等に伝わりやすい「やさ

しい日本語」。「はさみの法則」で人権を守り、あなたの世界も広げましょう。身に付けれ

ば、一生ものです。※（優しい日本語の例）「無料」➝「お金はかかりません」 


